昭和中期のキリスト教主義幼稚園の保育実践（2）―「話す活動」に着目して― by 山本 聡子







































































　当時の附属幼稚園の 1日の保育の流れは、附属瑞穂幼稚園の 1952（昭和 27）年 2月第
4週の保育予定を見ると、昼食のある日は「9：00 登園・自由遊び、9：30 朝集、10：20 お手
洗いと自由遊び、10：40 製作遊び、11：20 自由遊び、11：30 昼食、12：10 お部屋の片付け
と掃除、12：20 自由遊び、12：40 遊戯とゲーム、13：20 降園」、11 時半降園の日は朝集後、




9：15 お祈り・聖句、9：20 聖歌・挨拶・手遊び、9：28 歌、9：30 出席及び日にち確認・衛生



























についての記述は 21 件であった。それらの活動を 1956( 昭和 31) 年制定の幼稚園教育要領
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*Nagoya Ryujo Junior College
Childcare Practice of the Christian Kindergarten
in the Middle of Showa（2）:
Focus on the Conversation Activities 
Yamamoto, Satoko*
キーワード：保育内容言葉，キリスト教主義幼稚園，話す活動，昭和中期の保育内容
　本稿では、名古屋柳城短期大学の附属幼稚園である御器所幼稚園の保育日誌よ
り、昭和31年制定の『幼稚園教育要領』に掲げられた「具体的な保育の目標」5
項目と照らして、昭和中期のキリスト教主義幼稚園で実践されていた保育のうち、
特に保育者と子どもとの話す活動に取り上げられた保育内容に焦点を当て、その
特徴を検討しまとめた。
　その結果、保育者からの話を中心に子ども同士の話し合いも取り入れ、話を聞
いたり自分の考えや経験したことについて話したりする機会が毎日の保育の中で
多くあったこと、季節や行事に合わせて単元が組み立てられており、自然や動植
物に関する目標に該当する話が多く取り上げられていたこと、キリスト教ならで
はの行事に関連して、社会に広く目を向ける内容も取り入れられていたことが、
附属幼稚園の保育の特徴として挙げられた。また、キリスト教主義の幼稚園に特
徴的な部分として、5つの目標のいずれにも当てはまりにくい内容があったこと、
自然科学的なテーマを入り口に内面的な話に展開していたことも特徴である。こ
れらから昭和中期の附属幼稚園では、「話す活動」を通じて領域言葉に関する目
標だけではなく、現在の要領・指針の領域でいえば、健康・人間関係・環境に関
わる目標もカバーしていたと考えられる。

